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令和７年第２回つがる市議会定例会予算決算特別委員会会議録 

 

議事日程（第１号） 

 令和 ７年 ６月１０日（火曜日）午前１１時２８分開会、開議 

１ 開会、開議宣告 

１ 議事日程 

正副委員長互選 

                                            

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 
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出席委員（１８名） 

 １番  平 田 浩 介   ２番  三 橋 あさみ   ３番  山 内   勝 

 ４番  秋田谷 建 幸   ５番  齊 藤   渡   ６番  田 中   透 

 ７番  佐々木 敬 藏   ８番  長谷川 榮 子   ９番  成 田   博 

 10番  木 村 良 博   11番  佐 藤 孝 志   12番  野 呂   司 

 13番  天 坂 昭 市   14番  成 田 克 子   15番  佐々木 慶 和 

 16番  平 川   豊   17番  山 本 清 秋   18番  髙 橋 作 藏 

 

欠席委員（０名） 

 なし 
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地方自治法第121条により説明のため出席した者の職氏名 

   市     長      倉 光 弘 昭 

   副  市  長      今   正 行 

   教  育  長      山 谷 光 寛 

   選挙管理委員会委員長   成 田 照 男 

   農業委員会会長      藤 本 正 彦 

   監 査 委 員      台丸谷   績 

   総 務 部 長      高 橋 一 也 

   財 政 部 長      平 田 光 世 

   民 生 部 長      高 橋   勉 

   健康福祉部長      島 田 安 子 

   経 済 部 長      三 上 恒 寛 

   建 設 部 長      高 橋 隆 治 

   会 計 管 理 者      粕 谷 竜 一 

   教 育 部 長      鳴 海 義 仁 

   消  防  長      工 藤 康 人 

   選挙管理委員会事務局長  中 田 良 子 

   農業委員会事務局長    中 野 拓 哉 

   監査委員事務局長     秋 田   俊 

   総 務 課 長       西 正 美 

   財 政 課 長       西 明 仁 

   市 民 課 長      川 越 七 重 

   福 祉 課 長      宮 西 良 和 

   農林水産課長      佐々木 雅 規 

   土 木 課 長      長 内 研 也 

   教育総務課長      小田桐 勇 人 

   消防本部総務課長     工 藤 真 史 

 

職務のため議場に出席した者の職氏名 

   事 務 局 長      山 口 淳 志 

   議事総務課長      工 藤 隆 子 

   議事総務課長補佐     福 士 寿 幸 

   主     査      成 田 耕 太 
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      ◎開会、開議宣告 

〇臨時委員長（長谷川榮子君） 委員長が決定するまでの間、臨時に委員長の職務を行います。 

  ただいまの出席委員数は18名です。定足数に達しておりますので、予算特別委員会を開会します。 

                                   （午前１１時２８分） 

                                            

      ◎委員長の互選 

〇臨時委員長（長谷川榮子君） 直ちに委員長の互選を行います。 

  互選の方法は指名推選とし、私から指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇臨時委員長（長谷川榮子君） ご異議なしと認め、私から指名します。 

  委員長に成田克子委員を指名します。 

  ただいまの指名にご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇臨時委員長（長谷川榮子君） ご異議なしと認め、委員長に成田克子委員が当選しました。 

  ただいま当選した成田克子委員が議場におられますので、会議規則第32条第２項の規定により、

当選を告知します。 

  ここで委員長と交代します。 

            〔委員長交代〕 

○委員長（成田克子君） ただいま設置されました予算特別委員会におきまして、委員長を仰せつか

りました。何分にも大役でありますので、微力ではございますが、スムーズかつ円滑に予算案の審

議が行われますように、誠心誠意努めたいと思いますので、委員各位の皆さんのご理解とご協力を

お願いいたしまして、委員長就任のあいさつといたします。 

                                            

      ◎副委員長の互選 

〇委員長（成田克子君） これより副委員長の互選を行います。 

  互選の方法は、指名推選とし、私から指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（成田克子君） ご異議なしと認め、私から指名します。 

  副委員長に、平川豊委員を指名します。 

  ただいまの指名にご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（成田克子君） ご異議なしと認め、副委員長に平川豊委員が当選しました。 
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  ただいま当選した平川豊委員が議場におられますので、会議規則第32条第２項の規定により当選

を告知します。 

                                            

      ◎散会の宣告 

〇委員長（成田克子君） 付託された議案の審査は、明日11日、午前10時から行います。 

  本日はこれにて散会します。 

                                   （午前１１時３２分） 
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令和７年６月１１日（水曜日） 
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令和７年第２回つがる市議会定例会予算特別委員会会議録 

 

議事日程（第２号） 

 令和 ７年 ６月１１日（水曜日）午前１０時００分開議 

１ 開議宣告 

１ 議事日程 

     議案第30号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

          （令和６年度つがる市一般会計補正予算（第10号）） 

     議案第31号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

          （令和６年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）） 

     議案第32号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

          （令和６年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）） 

     議案第33号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

          （令和６年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第６号）） 

     議案第42号 令和７年度つがる市一般会計補正予算（第１号）案 

     議案第43号 令和７年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案 

     議案第44号 令和７年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案 

     議案第45号 令和７年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第１号）案 

     議案第46号 令和７年度つがる市下水道事業会計補正予算（第１号）案 

                                            

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 
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出席委員（１８名） 

 １番  平 田 浩 介   ２番  三 橋 あさみ   ３番  山 内   勝 

 ４番  秋田谷 建 幸   ５番  齊 藤   渡   ６番  田 中   透 

 ７番  佐々木 敬 藏   ８番  長谷川 榮 子   ９番  成 田   博 

 10番  木 村 良 博   11番  佐 藤 孝 志   12番  野 呂   司 

 13番  天 坂 昭 市   14番  成 田 克 子   15番  佐々木 慶 和 

 16番  平 川   豊   17番  山 本 清 秋   18番  髙 橋 作 藏 

 

欠席委員（０名） 

 なし 
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地方自治法第121条により説明のため出席した者の職氏名 

   市     長      倉 光 弘 昭 

   副  市  長      今   正 行 

   教  育  長      山 谷 光 寛 

   選挙管理委員会委員長   成 田 照 男 

   農業委員会会長      藤 本 正 彦 

   監 査 委 員      台丸谷   績 

   総 務 部 長      高 橋 一 也 

   財 政 部 長      平 田 光 世 

   民 生 部 長      高 橋   勉 

   健康福祉部長      島 田 安 子 

   経 済 部 長      三 上 恒 寛 

   建 設 部 長      高 橋 隆 治 

   会 計 管 理 者      粕 谷 竜 一 

   教 育 部 長      鳴 海 義 仁 

   消  防  長      工 藤 康 人 

   選挙管理委員会事務局長  中 田 良 子 

   農業委員会事務局長    中 野 拓 哉 

   監査委員事務局長     秋 田   俊 

   総 務 課 長       西 正 美 

   財 政 課 長       西 明 仁 

   福 祉 課 長      宮 西 良 和 

   農林水産課長      佐々木 雅 規 

   土 木 課 長      長 内 研 也 

   教育総務課長      小田桐 勇 人 

   消防本部総務課長     工 藤 真 史 

   国保年金課長      片 山   勉 

 

職務のため議場に出席した者の職氏名 

   事 務 局 長      山 口 淳 志 

   議事総務課長      工 藤 隆 子 

   議事総務課長補佐     福 士 寿 幸 

   主     査      成 田 耕 太 
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      ◎開議宣告 

○委員長（成田克子君） 皆様、おはようございます。ただいまの出席委員数は18名です。定足数に

達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

                                            

      ◎議案第３０号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 本委員会に付託された案件は、議案第30号から第33号まで及び議案第42号

から第46号までの計９件です。 

  説明員については、タブレットに配信した名簿のとおりであります。 

  審査の方法は、議案ごとに質疑を行い、質疑終了後、一括して討論、採決といたします。 

  これより議案の質疑を行います。 

  議案第30号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和６年度つがる市一般会計補正

予算（第10号））を議題とします。 

  説明を求めます。 

  財政課長どうぞ。 

○財政課長（ 西明仁君） 改めまして、おはようございます。 

それでは、議案第30号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件についてご説明いたしま

す。 

地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分したから、同条第３項の規定に基づ

き、これを報告し、その承認を求めるものでございます。 

専決処分した事項は、令和６年度つがる市一般会計補正予算（第10号）でございます。 

令和７年６月５日提出、つがる市長。 

次のページをお開きください。 

今回の補正は既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７億1,897万9,000円を減額し、歳

入歳出予算の総額を249億5,315万2,000円とするものでございます。また、第２条においては、地方

債の変更を定めてございます。本補正予算は、令和６年度において実施されました各事務事業の実

績等に基づき、歳入歳出全般にわたって所要の補正を講じたものでございます。 

それでは歳出からご説明いたします。 

26ページをお開きください。 

２款４項３目つがる市長選挙費2,158万8,000円の減額でございますが、令和７年２月の市長選挙

が無投票となったため、事務費等については減額したものでございます。 

34ページをお開きください。 
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４款２項２目塵芥処理費、西北五環境整備事務組合負担金5,225万1,000円の減額につきましては、

西北五環境整備事務組合が令和７年３月31日で解散し、打ち切り決算となったことにより、その負

担金を減額したものでございます。 

次に歳入についてご説明いたします。12ページをお開きください。 

２款地方譲与税から次のページ、13ページ、９款国有提供施設等所在市町村助成交付金までは、

国県等の交付決定によるものでございます。 

次に同じく13ページ。 

11款地方交付税のうち特別交付税は、交付決定により４億4,798万8,000円の増となっております。 

14ページをお開きください。 

15款国庫支出金以降は、歳出と同様に事業の完了による精査となっております。 

19ページをお開きください。 

19款２項１目財政調整基金繰入金及び２目減債基金を減額し、財源調整を行ったものでございま

す。 

説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

これより歳入歳出全般について質疑を行います。 

なお、質疑の際はページと項目を示してください。 

田中委員どうぞ。 

○６番（田中 透君） 私から12ページ、１款３項２目の軽自動車税種別割についてご質問いたしま

す。 

種別割は原付小型特殊軽自動車、二輪の小型自動車の所有者等を対象にして、４月１日時点での

所有者に課税される税金であることはご承知の通りでありますが、今回1,308万2,000円の増額補正

されておりますが、賦課期日に課税できない理由があったのかどうかお知らせください。 

○委員長（成田克子君） 財政部長どうぞ。 

○財政部長（平田光世君） 改めましておはようございます。 

田中委員の種別割の関係について、お答え申し上げます。 

まず賦課期日において、すべての種別割に漏れなく課税してございますので、賦課漏れというこ

とはございません。また、増額の要因といたしましては、令和６年度当初予算の計上にあたっては、

予算の編成時期のからみから12月中に前年度数値を基に歳入を見込んでいるところでございます。

このことから、賦課期日までの間の異動や減免等により、今回増額となったものでございます。 

以上でございます。 

○委員長（成田克子君） 田中委員どうぞ。 

○６番（田中 透君） 令和６年度の確定した種別割ごとの台数は何台になったのか教えてください。 
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○委員長（成田克子君） 財政部長どうぞ。 

○財政部長（平田光世君） 確定した種別割ごとの台数ということでお答えいたします。 

原動機付自転車こちらが1,017台。それから、小型特殊自動車こちらが3,670台。軽自動車等こち

らが１万5,678台。二輪の小型自動車こちらが423台。合わせて２万788台となってございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

成田委員どうぞ。 

○９番（成田 博君） 12ページです。 

１款４項１目のたばこ税について、490万ほど増額されておりますが、本年度、前年度の予算額と

の比較で約1,073万ほど減額となっておりますけれども、これは、健康意識の高まりや喫煙規制の強

化、増税による値上げなどの影響など考えられますけれども、税の積算根拠となっている本数など

分かればお知らせください。 

○委員長（成田克子君） 財政部長お願いします。 

○財政部長（平田光世君） 成田委員のたばこ税の関係でお答え申し上げます。 

積算根拠となっている本数ですが、令和５年度は4,461万5,000本。次に、令和６年度は4,297万

7,000本と、比較しますと、163万8,000本の減となってございます。率にしますと3.6％の減という

ことでございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 成田委員どうぞ。 

○９番（成田 博君） 参考までに、今後、たばこ税の増税など分かっている範囲内でお知らせいた

だければ。よろしくお願いします。 

○委員長（成田克子君） 財政部長どうぞ。 

○財政部長（平田光世君） たばこ税の増税についてのご質問でございますが、国では、加熱式たば

こを令和８年４月から１箱当たり数十円程度引き上げ、今でいう紙巻きたばこと同水準にするとい

うことで伺ってございます。また、令和９年度から、３年間をかけて１箱30円程度引き上げるとい

うことで伺ってございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） よろしいですか 

            〔「はい」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

平田委員。 

○１番（平田浩介君） おはようございます。 

14ページ、15款１項１目とページ飛びまして16ページの16款１項１目の子どものための教育保育



- 13 - 

給付費等負担金のところでございますが、３月の定例会で4,848万円ほど増額補正していたと記憶し

ておりますが、今回、歳入歳出ともに4,610万ほど減額補正されておりますが、主な減額要因は何な

のか教えていただきたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 平田委員の質問にお答えします。 

３月の補正では、歳出予算の保育所運営のうち、施設型給付の実績を12億6,894万6,000円と見込

み、歳入予算ではこれに、国６億4,098万3,000円、県２億6,510万8,000円の、合わせて９億609万

1,000円を見込み、既定予算との差額である4,848万3,000円を増額補正しました。 

今回、専決処分で減額した国の子どものための教育保育給付費負担金3,323万3,000円、県の子ど

ものための教育保育給付費等負担金1,287万5,000円、合わせて4,610万8,000円の減は、令和６年度

中に施設型給付費の実績見込み12億869万2,000円に対して、それぞれが交付決定を受けた金額とな

ります。 

なお、本年、令和６年度実績が確定したことにより、改めて国から2,223万6,000円、県から1,407万

1,000円の合わせて3,630万7,000円が令和７年度の精算となり、追加交付となる予定です。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 平田委員どうぞ。 

○１番（平田浩介君） ありがとうございました。 

続いて質問してもよろしいでしょうか。 

○委員長（成田克子君） はい。 

○１番（平田浩介君） ありがとうございます。 

25ページの２款３項１目の戸籍住民台帳費のところですが、その前に委員長から許可をいただき

たいんですけれども、戸籍関係の予算ということでお伺いしたいんですが、よろしいでしょうか。 

○委員長（成田克子君） はい、どうぞ。 

○１番（平田浩介君） ありがとうございます。 

戸籍法の改正により、５月26日から戸籍に氏名の振り仮名を記載する制度が始まったかと思いま

すが、通知の発送はいつか。また、振り仮名に間違いがあった場合は出張所でも取り扱うことがで

きるのか。本籍と住所地が違う場合、通知書は住所地から来るのか教えていただきたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 民生部長どうぞ。 

○民生部長（高橋 勉君） 平田委員のご質問にお答えいたします。 

氏名の振り仮名の通知書は改正法施行日である、去る５月26日時点のデータにより、本籍地のあ

る市町村から発送されます。 

本市に本籍のある方につきましては、圧着はがきのタイプで７月22日発送を予定してございます。

通知で誤りのあった場合の届け出は出生、死亡等の通常の戸籍届け出と同じ扱いとなりますので、
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本籍地またはお近くの市区町村の戸籍窓口となります。本市における取り扱い窓口は本庁のみとな

ります。また、窓口以外への届け出としましては、郵送やマイナポータルを利用したオンラインで

の届け出も可能でございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 平田委員どうぞ。 

○１番（平田浩介君） ありがとうございます。 

もう１つお聞きしたいんですが、もし間違っていた場合にもかかわらず、届け出がなかったとき

の対応はどのようになっているのか教えていただきたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 民生部長どうぞ。 

○民生部長（高橋 勉君） お答えいたします。 

通知に誤りがあった場合、誤りの届け出期限は改正法施行日の１年後、令和８年５月25日までと

なります。その後でも申し出すれば１回に限り、家庭裁判所の許可なしで変更可能でございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 平田委員どうぞ。 

○１番（平田浩介君） ありがとうございます。 

初めてのことなので、いろいろあるかなと思いますが、対応の方よろしくお願いします。 

もう１点よろしいでしょうか。 

○委員長（成田克子君） はい。 

○１番（平田浩介君） 続けて申し訳ございません。 

ページは41ページ、42ページにまたがりますが、10款２項４目、10款３項４目の小中学校通学措

置費についてでございます。 

遠距離通学の解消としてスクールバスを運行しており、またバスの買い替えも実施しております

が、少子化に伴い、小中学校の児童生徒数も減少傾向にある中で、乗車状況を見ると空席が目立つ

ように思われます。乗車できるのは、小中学校で通学距離が国により定められていると記憶してお

りますが、昨今の徒歩通学での交通事故が多く、連日報道されております。子どもの命を守るため、

スクールバス乗車対象児童生徒の拡充をしてみてはどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（成田克子君） 教育総務課長どうぞ。 

○教育総務課長（小田桐勇人君） 改めておはようございます。平田委員の質問にお答えいたします。 

本市におけるスクールバスの運行につきましては、小学校24台、中学校13台、計37台で運行して

おりまして、そのうち市の管理車両は13台となってございます。 

委員がおっしゃる通りですね、これまで老朽化している車両につきましては、計画的に買い替え

をしてきておりまして、令和４年度に３台更新したのが最後となってございます。 

小中学校の児童生徒数の減少につきましては、過去５年間の推移を見ますと、小中学校全体で毎
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年ですね、平均55人ほどの減少で推移しているところでございます。しかしながらですね、学校別

でみますと、向陽小学校と柏小学校におきましては、僅かながらですが増加傾向が続いている状況

にございます。おっしゃる通り空席が目立つということでございますけれども、それ以外の学校に

よるものではないのかと推測しております。 

次にですね、乗車できるのは、小中学校で通学距離が国に定められていると記憶しているとのこ

とでございますけれども、こちらに関しましては、へき地教育振興法による、自宅から学校までの

遠距離を対象としたスクールバスを国庫補助で購入した場合に、小学校が４キロ以上、中学校が６

キロ以上という上限がございます。しかしながら、国庫補助を活用しないで購入したスクールバス

の乗車につきましては、特段の定めがございませんので、各市町村が独自に条件を設定しているの

が現状でございます。 

以上を踏まえまして本題に入りますが、子どもの生命を守るため、スクールバスの乗車対象児童

生徒の拡充をしてはどうかというご質問ですが、本市におけるスクールバスのバス停の設置におき

ましては、内規によりまして原則片道２キロ以上としてございます。ただですね、合併前から設置

されているバス停につきましてはそれを尊重しまして、引き続き維持している状況にございます。

今後もし、そのバス停の設置の拡充となりますと、市内全域で公平に設定するという必要がござい

ますので、例えば、これまで乗車対象外でありました向陽小学校とか、木造中学校の一部も対象と

なり、空席の活用どころの話はなくしてですね、スクールバスそのものの台数が不足しまして、ま

たひいてはその財政的な負担増につながるものと考えております。 

また、運行コースよってはですね、バス停が増えますと、その分、乗車時間も長くなりまして、

子どもたちへのストレスを考えますと、新たなコースに変更せざるを得ないというところも出てく

るかと思います。いずれにいたしましても、現時点でのさらなる拡充につきましては、様々な課題

がございますので、簡単に対応できないということをご理解いただきたいと思っております。 

しかしながらですね、今後さらにこの児童生徒数の減少は予想されるところでございますので、

通学路の安全確保をはじめとしたスクールバスの運行のあり方につきましては、引き続き検討して

まいりますので、今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

佐々木委員どうぞ。 

○７番（佐々木敬藏君）ページ数は15ページ。歳入15款２項１目、それと歳出の３款１項９目。３月

の定例会で5,243万3,000円の減額をし、今回3,630万9,000円の減額補正をしており、この事業につ

いて低所得者に対する10万円の給付。また３万円の給付。子ども世帯の加算などを実施したもので

あると認識しておりますが、減額した内容についてお知らせ願いたいと思います。またこれに対し

て、給付漏れ等はなかったかどうかその辺もお伝え願いたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 総務課長どうぞ。 
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○総務課長（ 西正美君） 改めましておはようございます。佐々木敬藏委員のご質問にお答えいた

します。 

最初に、歳入の国庫補助金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の3,630万9,000円の減額

となった理由といたしましては、この交付金を財源としている事業の実績により減額したものです。

対象事業としては、定額減税補足給付金給付事業及び物価高騰生活支援臨時交付金といたしまして、

非課税世帯へ３万円に子ども１人当たり２万円を加算し支給する事業と、６年度で新たに非課税世

帯等になった世帯へ10万円と子ども１人当たり５万円を支給する事業など、７つの事業の財源とな

っております。 

減額の主な理由といたしましては、まず定額減税補足給付金において、対象者を6,300人と見込ん

でおりましたが、実績では5,492人と808人少なかったことにより、給付金も2,431万円の減となりま

した。また、非課税世帯に３万円と子ども１人当たり２万円を加算し支給する臨時給付金において

も、4,840世帯、子ども450人と見込んでおりましたが、実績では4,463世帯と377世帯少なく、子ど

もの人数も380人と70人少なかったことにより、給付費が1,271万円減額となりました。２つの給付

金の減額の合計が約3,700万円で、この減額に伴い、国庫補助金も減額されることから今回減額した

ものでございます。続いて、給付漏れは無かったかとのご質問ですが、実績確認の作業業務の中で

給付漏れは確認されておりません。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） よろしいですか。 

佐々木委員どうぞ。 

○７番（佐々木敬藏君） ただいま、いろいろな支援をされておりましたけれども、これについて市

民の方は非常に喜んでいる次第でございます。これら、今後も続くものかどうか、国の助成金は、

交付金は出るのかどうかその辺、分かっていたら教えていただきたいと思います。 

○委員長（成田克子君） ご答弁お願いします。 

総務部長。 

○総務部長（高橋一也君） 今後の予定といいますか、見込みでございますけども、現在のところご

ざいませんけれども、報道等によりますと、政府では、物価高騰の給付金を予定しているとなって

おりますので、時期はいつになるか分かりませんけども、今年中にはまたあるのではないかと想像

されます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） よろしいですか。 

長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 23ページの上段です。 

２款１項の６目でしょうか。高齢者の方のタクシーの助成金について伺います。これは初めての
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試みで大変評判がよかったんですけれども、いろいろ３月議会でも議論いたしましたけれども、今

回は1,494万減額になっておりますが、その減額の理由からまず教えてください。 

○委員長（成田克子君） 総務課長どうぞ。 

○総務課長（ 西正美君） すいません。すいませんでした。 

長谷川委員すいません。ちょっと資料が手元に今ちょっと…。今探してもう一度答弁します。 

○８番（長谷川榮子君） これは利用者が少なかったのではないかなと思いますけれど、課長それで

どうでしょう。利用する人が少なかったから減額していると思うんですが、私の認識で間違いあり

ませんか。 

○委員長（成田克子君） 総務課長どうぞ。 

○総務課長（ 西正美君） 利用割合がおよそ25％程度と把握しておりましたので、その差額で今回

大きく減額となっております。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 全く初めての試みだったので、こういう数字が出てきても何ら不思議では

ないと思います。それを踏まえて、これからいろいろいい方向に検討するべきなのが予算委員会の

仕事だと思いますので、課長気にせずに前に進めましょう。そういうことで、３月議会では使わず

に残った券が多い。その残った券に対して、いろいろ検討するという答弁があったような気がしま

すけれども、検討されましたか。 

○委員長（成田克子君） 総務課長どうぞ。 

○総務課長（ 西正美君） 長谷川委員のただいまのご質問にお答えします。 

３月議会において、未使用分の助成券について柔軟な対応を検討すると答弁いたしました。その

後どうなったかというご質問ですが、未利用の助成券につきましては、質問を受け、期限が切れた

未使用分の助成券の使用ができるよう対応してございます。また、この他にも申請手続きの簡素化

のため、電子申請や６年度の利用者に対しまして、往復はがきを３月中に送付して、７年度の申請

ができるように対応いたしました。 

次に、利用しやすいようにもっと工夫できないかということも、ただいまいろいろ議論してるん

ですが、利用状況も大変伸びておりますので、動向を注視し、ニーズを把握した上で、複数枚の利

用なども今後検討してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 私も何人かの人に、あの券使ってしまったかって確認とったんですけれど

も、ほとんどの人が半分以上残していました。一番多い人は36枚も残していた人もあるんです。も

ったいないなと思っていろいろどうすれば、便利に気持ちよく使えるかというそういう意見も聞い

て回ったことがあるんですけれども、初乗りだけの助成なんですよね。これはね。せっかくいい事
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業で大変喜ばれてますんで、これ極端な話なんですけれど、初乗りばかりじゃなくて、帰りも使う

ので、その帰りのときにでももう１枚助成するとか、いろいろまだ検討するものがあると思うんで

すけれど。いかがでしょうか。 

例えばですね、木造のこの近辺からカブセンターに行きたい。タクシーを使って行きたいとなる

と、初乗りだけで、それにプラスお金払うわけですよね。それを１枚を２枚までいいとか、そうい

う検討はできないものでしょうか。 

○委員長（成田克子君） 総務部長どうぞ。 

○総務部長（高橋一也君） 長谷川委員のおっしゃることは分かります。 

それで今、確かに遠いところから利用される高齢者の方は、初乗りの２倍３倍とかかるわけです

よね。そういう方はちょっと、津軽弁でいう、ありがたみがないと。初乗りしか出ないので、そう

いう声もありますし、長谷川委員、今おっしゃる通り、券を２枚使えれば非常に助かると、便利だ

という声もありますので、その辺も今後検討いたしまして、導入できるものは導入して、使う方が

便利のいいものにしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 部長そのようにしていただくと、皆さん大変喜んで無駄にする券がなくな

ると思いますので、よろしくお願いします。 

それで、利用している人の一番の苦情は何かと言うと、タクシー会社に電話してもいっぱいで来

ない。ほとんどがそういう人の声でした。これタクシー会社も大変経営が厳しいみたいで、また、

人手不足の関係もあるんでしょうけれども何とかならないものでしょうか。本当に朝から晩まで電

話しても予約が取れない。そういう声が一番多かったです。どうぞ対応よろしくお願いします。 

部長何とかなりますか。 

○委員長（成田克子君） 総務部長どうぞ。 

○総務部長（高橋一也君） ただいまのご質問は全国的にもタクシーの運転手がいないと。そして利

用するお客さんも減っているということで、特に本市の市内のタクシー会社さんでも台数を減らし

ていると。そういう状況でございますので、その状況を改善するということであれば、行政の方で

どういう支援ができるのか、今ちょっと、浮かびませんけれども、タクシーは必要でございますの

で、今後検討いたしまして、充実したタクシーがある市にしたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） やる気を見せていただいただけでも結構です。ありがとうございます。 

引き続きよろしいでしょうか。 

○委員長（成田克子君） はいどうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 38ページいきます。 
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観光費、つがる地球村費について伺います。地球村については、今議会提出されました経営状況

を見ますと、令和６年度は1,097万の純利益だそうですけれど、３か年連続で黒字。すごいなと思い

ます。どんなに頑張ったか敬意を表したいと思います。こんなに経営頑張ったんで、あとやめるん

ですか。経営改善というのはこれでもういいんでしょうか。 

その辺伺います。 

○委員長（成田克子君） 経済部長どうぞ。 

○経済部長（三上恒寛君） 改めましておはようございます。 

つがる地球村の定めた経営健全化方針に基づき策定した改善計画は、令和６年度で満了となりま

す。つがる地球村の令和６年度の経常利益はプラス収支となりましたが、会計上の負債及び純資産

はマイナス計上であるため、経営が健全化され、計画が終了するかどうかの判断につきましては、

毎年県が行う第３セクター実施調査において判断されることになります。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 経営努力のひとつだと思うんですけれども、あそこの温泉大好きで１年の

券を買って通っているというファンもおります。だけど、その１年の券がなくなるとかって大変利

用している人が戸惑っているという声も聞かれますが、その辺は部長どうなってますか。 

○委員長（成田克子君） 経済部長どうぞ。 

○経済部長（三上恒寛君） 確かに今年度からそのような方法をとるということになっておりますが、

これも健全化計画の中で、そういうふうなことを見直していくと、経営の健全化を図っていくとい

うふうなことになっておりますのでその対応と思っております。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 藤山邸関係はこれで終わります。これからもぜひ頑張ってください。 

今年の４月20日にリニューアルオープンしましたスポーツパークなんですけれども、４月20日に

オープンしましたので、ゴールデンウィークには間に合ったなと思ってほっとしているところです。

その辺りの状況というか、入り込み数というか、それはどういうふうになっていますか。 

○委員長（成田克子君） 経済部長どうぞ。 

○経済部長（三上恒寛君） ４月にリニューアルオープンしましたつがる地球村のスポーツパーク大

型遊具についてですが、連休中の集客状況は、４月26日から５月６日までの11日間で6,990人のご利

用がありました。リニューアルした４月20日から５月末までの利用者数は1万1,621人となっており

まして、これは昨年の同時期から比べますと約1,000人くらい増となっております。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） ここはつがる市では一番伸びるところ、他町村からお客さんを呼ぶには、

私はつがる市はこの地球村近辺よりないというふうに考えるものです。投資すれば必ず元手を取れ

るところが地球村と考えています。それで今、旅をしながら学ぶというのが大流行りで、先進地な
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んか山形あたりは大成功しているみたいで、ぜひ旅食でしょうか。旅育でしょうか。それも合わせ

て、これからもこの地球村には惜しまずに投資して、ますますここを中心に観光客を呼び込めるよ

うな、そういう施策を期待するものです。 

市長どうでしょうか。 

○委員長（成田克子君） 市長どうぞ。 

○市長（倉光弘昭君） 委員おっしゃる通り、地球村については私ども唯一のテーマパークといいま

しょうか、そういう宿泊施設でございますので、今までも様々な企画をやっています。春夏秋冬と

様々なコンテンツを付加して、企画をやっていますけど、まだ県外の人に浸透していないのかなと

思っていますので、地球村に対してはですね、その辺も市場の動向をちゃんと把握するようにとい

うことは期待しているし、こちらの方からも依頼していきたいと、お願いしていきたいと思ってい

ます。 

○委員長（成田克子君） よろしいですか。他にありませんか。 

三橋委員どうぞ。 

○２番（三橋あさみ君） 改めましておはようございます。 

私の方からは34ページ、歳出の４款１項８目がん検診初回精密検査費用助成金について伺います。 

県の助成事業を活用して、市が実施するがん検診を受診し、精密検査が必要と判断された方に対

し、その精密検査の費用を助成する制度でございます。今回338万9,000円ほど減額となっておりま

すが、こちらの方、精密検査と判定された件数が少なかったのか。それとも検査を受けなかった方

が多かったかなど、内容をお知らせください。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 三橋委員の質問にお答えします。 

当初、精密検査を受診する方、全員が助成の申請をする見込みで試算しました。実績として、精

密検査受診者の44.2％の申請となったため減額となっております。令和７年３月末現在で、精密検

査の対象者900人に対して、精密検査を受診された方は699人となっております。精密検査の対象者

が増えたか減ったかということですが、前年度に比較して13名増えております。精密検査を受診さ

れた方は逆に、令和５年度は722人に対し令和６年度は699名となっていて、精密検査を受診した方

が減ったというのも現状にあります。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 三橋委員どうぞ。 

○２番（三橋あさみ君） ありがとうございます。 

そうすればこの受けなかった方もちょっと若干いらっしゃるということで、こういう方たちに対

しての何か対応されているのか伺います。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 
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○健康福祉部長（島田安子君） 精密検査を受けて申請されなかった方の中には、提出書類に必要な

医療機関からの診察明細書を貰っていなかった方や、やはり償還払いであったため、精密検査受診

後の手続きが煩わしいという声もあったと聞いております。ただ県の補助事業でもあるため、マニ

ュアルに沿った運営をしておりますので、今年度は健診結果に申請案内を同封し、申請時に書類漏

れがないよう周知を徹底することと、広報、ホームページ等で助成制度を広く周知することに加え、

申請をされていない方に対しては、再度、個別通知等を実施し実績につなげていきたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 三橋委員どうぞ。 

○２番（三橋あさみ君） ありがとうございます。 

この初回精密検査費用の助成、とても素晴らしい事業だと思います。精密検査は検診を受けても、

精密検査に行かないでそのままっていうのが一番問題になると思います。ぜひこの制度をたくさん

の方に利用していただき、早期発見、早期治療につなげていって欲しいと思います。 

今後ともどうかよろしくお願いします。答弁は結構です。 

ありがとうございました。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

平川委員どうぞ。 

○16番（平川 豊君） 19ページの21款５項２目の生活保護返還金について、雑入ついてお聞きいた

します。雑入で1,449万7,000円の金額を計上しているが、返還理由の内容をお伺いします。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 平川委員のご質問にお答えします。 

返還理由について、生活保護費は１ヶ月分を前倒しで支給していることから、保護費の支給後に

未支給年金、生命保険解約返戻金、出資金解約金、就労収入、電柱敷地料などを受給した場合や入

院等により基準生活費の認定換えがあった場合、また死亡などにより生活保護が廃止のあった場合

返還金が発生いたします。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 平川委員どうぞ。 

○16番（平川 豊君） 本市において不正受給、男女合わせて何人くらいいるのかお聞きします。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 質問の不正受給、男女合わせて何名ほどおられるかという質問にお

答えします。不正受給というのが生活保護法78条に値するものです。令和６年度において不正受給

として78条を適用した人数についてですが、単身世帯ではないため、件数については６件でありま

す。 
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なお、世帯主で集計しますと、男性２名、女性４名となっております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 平川委員どうぞ。 

○16番（平川 豊君） 不正受給者が再度、受給資格が得られるかどうかお伺いします。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 不正受給者の再度支給資格を得られるかについてですが、生活保護

法の第78条を適用することによって、直ちに保護廃止となることではなくて返還を求めることとな

ります。また、仮に廃止となった場合でも、再度保護申請した場合は、生活状況や資力等を判定し、

再度保護になることもありえます。ただこれまではそのようなケースはございませんでした。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） よろしいですか。 

平川委員どうぞ。 

○16番（平川 豊君） 返還される金額の会計の処理として、どの科目に計上されるのかお聞きしま

す。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 返還金の会計処理につきましては、一般会計の雑収入として処理す

ることになります。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） よろしいですか。 

秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 私の方からは、22ページの地域内交通運行委託料についてちょっと質問し

たいと思います。 

つがる市地域内交通は、廃止代替バスとして公共交通機関がなくなった地域住民の移動手段を確

保するため、吹原線、柏線、下繁田再賀線を運行しているが、３月定例会で950万円の減額をしてお

り、今回294万4,000円の減額がされております。これは実績によるものと思われますが、トータル

1,244万の減となりますが、利用者の状況について、また当初見込みとの乖離はどれくらいなのか教

えください。 

○委員長（成田克子君） 総務課長どうぞ。 

○総務課長（ 西正美君） 秋田谷委員のご質問にお答えいたします。 

当初では、下繁田再賀線、吹原線、柏線の合計で4,702回の運行を想定し1,694万4,000円を計上し

ておりました。実績では1,191回、運行割合が25.3％で実績が448万1,993円となりました。当初予算

と比較しますと、運行回数が3,511回少なかったことに伴い、今回の補正予算とこれまでの減額も含

め1,244万円を減額したものです。 
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理由といたしましては、当初予算ではすべての路線でスケジュール通り運行されるものを想定し

て計上したもので、実際で大幅に予約が少なかったため運行されませんでした。 

以上が理由となります。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 当初の見込みが最大値ということで、利用者がそれよりも少なかったとい

うことで、減額になったということですが、また今後、この計画をどのようにして持っていくのか。

利用者が少なければなくなってしまうのか。それとも運行の方法を変えるとか、いろいろ工夫して、

これからどういうふうにもっていこうとしているのか。もし考え、今のところあるんであれば教え

てください。 

○委員長（成田克子君） 総務課長どうぞ。 

○総務課長（ 西正美君） ただいまの今後どのように計画を取り組んでいくのかという質問でござ

いますが、まずこの地域内交通については、市民の方が利用しやすく、効率的な運行経路はないか

などいろんな会議や業務の中でも意見が出されております。また、移動手段の少ない市民のための

課題解決につきましては、地域内交通のほか、広域バスとの連携、ライドシェアの導入検討、また

タクシーの初乗り運賃助成事業を実施しておりますが、これらを総合的に考え、市民の移動を支え

るにはどのような方法がよいのか、これから議論を深めて取り組んでまいります。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 先ほど長谷川委員が言った高齢者タクシー利用助成金と同等に地域内交通

委託も市民の足としては重要なものだと思いますので、利用しやすいように、活用できやすいよう

に何とかよろしくお願います。 

ご答弁はいいです。 

もう１つよろしいですか。 

○委員長（成田克子君） はいどうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 34ページお願いします。 

４款２項１目清掃総務費、不法投棄物処理委託料のところですけども、以前、不法投棄に関して、

つがる市でもいろいろ苦労されていた時がありました。監視カメラ等の設置をした記憶があります。

予算減額されている状況から推察すると減少したのかなと感じておりますが、現在の状況はどうか

教えてください。 

○委員長（成田克子君） 民生部長どうぞ。 

○民生部長（高橋 勉君） 秋田谷委員のご質問にお答えいたします。 

不法投棄防止対策としまして、これまで看板等をきめ細やかに設置してまいりました。令和５年

度には監視カメラを設置しましたが、看板やカメラ等、対応してきた場所においては確実に不法投
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棄が減少しており、効果が出ているものと認識してございます。 

今般の補正についてですが、令和５年度に大規模な不法投棄による廃棄物について約100万円弱か

けて処理した実績から、令和６年度においても100万円の予算を計上しましたが、令和６年度内にお

いては、大規模な廃棄物処理がなかったことから今回減額したものでございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 不法投棄等はあってはいけないことではあると思いますので、もしまた、

このような事案が出た場合、厳正に対処していただいて、監視カメラ等の設置等も視野に入れて、

今後対応していただきたいと思います。 

答弁は結構です。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

山内委員どうぞ。 

○３番（山内 勝君） 私の方から36ページの６款１項７目の生産調整推進費でございます。 

生産調整ですので、非常に今騒がれているお米の問題でございますので、一番デリケートな問題

であると思いますけれども、昨今の５キロ4,200円とか4,500円とかいうふうな米の値段に対してで

すね、大臣が備蓄米の放出を急いだおかげで、若干、備蓄米に関しては安くなったんですけれども、

それに伴って備蓄米とか、それから飼料米とか加工米ですね、そういったものの作付けを減らして

主食用米に回すというふうな方法がとられております。我々の農家サイドであればどういうふうな

経営の仕方で利益を上げていくかということについては、個々の問題であるとは思いますけれども、

当つがる市における主食用米へ切り換えた農地面積、これ把握しているのかどうか。また、面積は

どういうふうに推移したのかお聞かせ願います。 

○委員長（成田克子君） 農林水産課長どうぞ。 

○農林水産課長（佐々木雅規君） お答えいたします。 

全国的な米不足に伴い、飼料用米等の作付けを取り止め、主食用米に切り換えする生産者も増え

てきております。飼料用米、備蓄米、加工用米から主食用米へ切り換えをした農地面積につきまし

ては、正確な面積は把握しきれませんが、昨年の飼料用米等作付面積が約2,824ヘクタールであり、

本年の飼料用等作付面積は、令和７年５月末現在で約914ヘクタールと、昨年より約1,910ヘクター

ル減っております。この減った分が概ね主食用米に切り替わった面積と思われます。 

また、現在、備蓄米として出荷する予定の面積に関しても、農林水産省が令和７年産の備蓄米の

買い入れを当面中止していることから、これらも主食用米に転換する可能性がございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 山内委員どうぞ。 

○３番（山内 勝君） ということは、約2,000ヘクタール規模の面積が増産というふうになると思わ
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れるのですが、それに対応する農家サイドにおける取り組み方、これも非常に変わってくるのでは

ないかなというふうに思われます。ただですね、需給の問題で米価の価格が変わってくるというふ

うになると、あまりにも増産してしまうと減額になる可能性もありますので、市町村の方でもそれ

を把握しながらですね、県サイドと対応しながら指導していただきたいなというふうに思います。 

答弁は結構です。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

            〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案第30号の質疑を終わります。 

                                            

      ◎議案第３１号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第31号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和６年度

つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第５号））を議題とします。 

  説明を求めます。 

  国保年金課長お願いします。 

○国保年金課長（片山 勉君） 改めましておはようございます。 

それでは、議案第31号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件についてご説明申し上げ

ます。 

地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分を行いましたので、同条第３項の規

定に基づき、これを報告し、その承認を求めるものでございます。 

専決第11号 令和６年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）でございます。 

２ページをお開き願います。 

今回の補正は既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１億2,829万円を減額し、歳出歳入予算の総

額を歳入歳出それぞれ43億3,301万6,000円とするものでございます。 

令和７年３月31日、専決処分をしております。 

それでは、歳入歳出の主な項目についてご説明いたします。 

初めに歳出をご説明いたします。 

９ページをお開き願います。１款総務費323万4,000円の減額でございますが、これは各事業にお

いて事業に要する経費が確定したことによります補正でございます。 

次に10ページをお開き願います。２款保険給付費１億7,088万9,000円の減額でございますが、主

なものといたしまして、１項１目療養給付費において、医療費が当初より１億6,743万9,000円を減

額補正してございます。 

次に12ページをお開き願います。６款基金積立金5,096万3,000円の増額でございますけれども、
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こちらは保険給付費等特別交付金の収入増等により増額してございます。 

次に７款諸支出金334万5,000円の減額でございますが、こちらは１款償還金及び還付加算金で90万

円の減額。 

２項１目一般会計繰出金において354万5,000円の減額。こちらもいずれも事業に要する経費、こ

ちら確定したことによるものでございます。 

２項２目直営診療施設勘定繰出金の110万円の増額につきましては、つがる市民診療所で設置した

機器について、特別交付金の保険事業分、こちら上限110万円となるんですけれども、こちらが交付

決定したことによる増額補正でございます。 

続きまして歳入をご説明いたします。 

７ページへお戻りください。１款国民健康保険税2,776万円の増額でございますけれども、こちら

は所得を有する被保険者の加入等があったことなどにより、当初の見込みより調定額が増加したこ

とによる増額の補正でございます。 

次に４款１項１目保険給付費等交付金１億5,528万2,000円の減額でございます。こちらは１節普

通交付金において２億809万4,000円の減額をしてございます。これは歳出でもご説明いたしました

が、医療費の減少に伴う減となっております。 

２節特別交付金5,281万2,000円の増額につきましては、医療費適正化等の取り組みが評価された

ことにより増額となってございます。 

次に６款繰入金332万円の減額は、こちらも人件費等、事業に要する経費が確定したことによるも

のでございます。 

以上で説明を終わります。ご審議の上、ご承認のほど賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 私の方は７ページ、10ページ。４款１項１目、２款１項のところです。 

普通交付金について、市町村が医療機関に支払う療養給付費、療養費、高額療養費の医療の給付

等の額を交付するものであるが、補正で歳入歳出とも減額補正しております。療養費の減少傾向に

ついて、担当課の分析状況をお知らせ願います。 

○委員長（成田克子君） 国保年金課長どうぞ。 

○国保年金課長（片山 勉君） 秋田谷委員のご質問にお答えいたします。 

委員ご指摘の通り、医療費につきましては、年々減少傾向、こちらにございます。 

今、国保年金課においてですね、集計している結果も見た感じでご報告ということになるんです

けれども、やはり被保険者、こちらが減少しているといったところが減少の大きな要因ではないか

と考えております。また、予算大きな減額となっておりますけれども、これはですね、医療費、こ
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れが急激な出費あった場合に、予算ぎりぎりであれば少ないと。もし何かあったときのために支払

いがすぐできるように、多少多めに予算を見積もっているため大きな減額となっております。 

説明は以上です。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） そうすれば被保険者数はどのくらい減っているのか教えてください。 

○委員長（成田克子君） 国保年金課長どうぞ。 

○国保年金課長（片山 勉君） 続きまして、被保険者数の減少数ということでございます。 

今、手元にある資料で一番古いのが令和元年度になります。こちらの令和元年度末の時点でです

ね、被保険者数は１万１人でございました。これがつがる市で１万人が最後の年になります。６年

度末、今の３月末ですけれども、この時点では7,912人となっております。この５年間で2,000人あ

まり減っておりまして、大体２割程度減少しているところでございます。中でもですね、やはり後

期高齢者へ移られる方の人数も大分増えておりまして、令和３年度以降400人を超える、450人前後

の方がこの３年、４年で移っているということも減少している要因の１つかなと考えております。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） そうすれば、ちょっと突拍子もないようなことを言うかもしれませんが、

減額補正していろいろやっている。いろいろ減っているのかもしれませんが、これ国保税の減税と

かには結びつけないものなのか、ご回答をお願いします。 

○委員長（成田克子君） 国保年金課長どうぞ。 

○国保年金課長（片山 勉君）今のお話の中で、国保税の減税ということのご質問にお答えいたしま

す。 

確かに被保険者数が減少して医療費も減少してございますけれども、同じく国保税の収入も、被

保険者数の減少と同じように減少傾向にございます。市はこれまで市の医療費水準、これに比較し

てですね、比較的低い税率、こちらの方を設定しておりました。その結果、近年では財源の不足と

いうことが事実として出てきました。その結果、令和７年度から税率を上げるというふうな状況に

なっております。引き上げ幅につきましても、いろいろ補助金であったりとか、そういったものを

活用しながら引き上げ幅は納税者の負担を考慮した引き上げ幅としておりますけれども、全体の医

療費を賄える額まではまだ届いてないというのが現状でございます。 

今後ですね、例えば１人当たり医療費が減少したりとか、被保険者の所得が増えるとか、財政状

況がですね、大幅な改善がなるような状況になれば、引き下げることということは可能であるとは

思いますけども、近年の状況を考慮いたしますと、近い将来で税率を引き下げというのは難しいの

ではないかと考えております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） よろしいですか。 
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            〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ほかにありませんか。 

            〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（成田克子君） ないようですので、議案31号の質疑を終わります。 

                                            

      ◎議案第３２号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第32号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 （令和６年

度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号））を議題とします。 

  説明を求めます。 

  国保年金課長どうぞ。 

○国保年金課長（片山 勉君） それでは、議案第32号 専決処分した事項の報告及び承認を求める

の件についてご説明いたします。 

地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分を行いましたので、同条第３項の規

定に基づき、これを報告し、その承認を求めるものでございます。 

専決第12号 令和６年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）でございます。 

２ページをお開き願います。 

今回の補正は既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ60万1,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億4,494万8,000円とするものでございます。 

令和７年３月31日に専決処分をしております。 

それでは、歳入歳出の主な項目についてご説明いたします。 

初めに歳出についてご説明いたします。 

８ページをお開き願います。３款諸支出金、１項１目保険料還付金60万1,000円の減額ですけれど

も、こちらは歳出還付金の確定によるものでございます。 

続きまして歳入をご説明いたします。 

７ページへお戻り願います。３款繰入金、１項１目事務費繰入金67万9,000円の増額でございます。

これは青森県後期高齢者医療広域連合納付金のうち、派遣しております職員の人件費が減額となっ

たため、繰入金の増額となるものでございます。 

次に５款諸収入128万円の減額でございますけれども、これは先ほどもお話しました後期高齢者広

域連合納付金が確定したものによるものでございます。内訳といたしましては、歳出でご説明いた

しました還付金の減による補填金の減、それによって60万1,000円が減額となってございます。また、

派遣人件費、こちらも67万9,000円減、合わせて128万円の減となっております。 

以上で説明を終わります。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 
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これより質疑を行います。 

            〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案32号の質疑を終わります。 

ここで休憩します。11時25分から再開します。 

            休憩 午前１１時１２分 

                                            

            再開 午前１１時２５分 

○委員長（成田克子君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

                                            

      ◎議案第３３号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第33号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和６年度

つがる市介護保険特別会計補正予算（第６号））を議題とします。 

  説明を求めます。 

  島田健康福祉部長。 

○健康福祉部長（島田安子君） 議案第33号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件につい

てご説明いたします。 

次のページをお開きください。 

専決第13号 令和６年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第６号）は、既定の歳入歳出予算

の総額にそれぞれ1,167万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ53億5,334万2,000円と

するものでございます。 

それでは、歳出についてご説明いたします。 

８ページをお開き願います。２款保険給付費は、国庫負担金等の交付決定に伴う歳入補正に対応

し財源の充当を変更するものでございます。 

続いて10ページ。３款基金積立金は、歳入の増額に対応した調整として1,167万6,000円を増額す

るものでございます。４款地域支援事業費についても、国庫負担金等の交付決定に伴う歳入補正に

対応し財源の充当を変更するものでございます。 

次に歳入についてご説明いたします。 

７ページにお戻りください。３款国庫支出金61万5,000円の増額。４款支払基金交付金1,111万

7,000円の増額。５款県支出金309万8,000円の減額につきましては、国、県の補助金及び支払基金交

付金の交付決定に対応したものでございます。６款財産収入２万6,000円は、財政調整基金積立金に

係る利子分を増額するものでございます。７款繰入金301万6,000円の増額は、低所得者保険料負担

軽減事業に係る国、県並びに市負担分を一般会計より繰り入れるものでございます。 
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説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ありませんか。 

            〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案第33号の質疑を終わります。 

                                            

      ◎議案第４２号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第42号 令和７年度つがる市一般会計補正予算（第１号）案を議題と

します。 

  説明を求めます。 

  西財政課長。 

○財政課長（ 西明仁君） 議案第42号 令和７年度つがる市一般会計補正予算（第１号）案につい

てご説明いたします。 

今回の補正は第１条において既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億8,425万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を249億9,425万円とするものでございます。 

また、第２条におきましては、車力地区温泉整備事業費の変更に伴う継続費の補正、そして第３

条では各事業費の変更等に伴う地方債の追加、変更を定めてございます。 

本補正予算の主な内容につきましては、人事異動による人件費の組み替え及び当初予算では見積

もりできなかった経費などについて予算計上してございます。 

それでは歳出から主なものについてご説明いたします。 

11ページをお開きください。各款項目にわたり、人事異動に伴う人件費の組み替えを行ってござ

いますので、こちらにつきましては説明を省略させていただきます。 

13ページをお開きください。２款１項６目企画費の（７）エネルギー政策費751万2,000円につき

ましては、令和７年４月からの組織改編により、エネルギー政策課が新たに設置されたことから、

同じく企画費の企画総務費及び４款衛生費の環境衛生費の既存予算を組み替えたものでございます。 

15ページをお開きください。２款２項３目定額減税補足給付金給付事業費１億6,260万1,000円を

計上しております。こちらにつきましては、令和６年度で事業を実施しておりますが、昨年給付し

た調整給付金との比較において不足が生じた方などが今年度の対象となるものでございます。 

19ページをお開きください。１段目ですが、３款１項２目高齢者福祉費、12節委託料、個別避難

計画等作成支援業務委託料につきましては、避難行動要支援者の調査及び個別避難計画を作成する

ための経費を計上したものでございます。 

20ページをお開きください。３款２項５目放課後児童健全育成事業費、放課後児童クラブ事業費
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213万7,000円につきましては、車力小学校で児童クラブを実施するための準備経費を計上したもの

でございます。 

22ページをお開きください。４款１項５目健康増進費、胃癌撲滅検診事業費につきましては、こ

れまで実施してきたピロリ菌検査の受診率が低調であることから、検査受診率を引き上げ、ピロリ

菌の早期発見、早期治療につなげていくための費用として157万6,000円を計上しております。 

24ページをお開きください。６款１項３目農業振興費の中段、（３）果樹振興費、りんご病害虫

防除対策事業費補助金287万円につきましては、病害虫モモシングイガによる被害防止のため、交信

撹乱剤購入費の４分の１を市が補助するため計上したものでございます。 

28ページをお開きください。１段目です。９款１項１目常備消防費、17節備品購入費、消防用備

品141万3,000円につきましては、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成金により、防

火訓練用資機材の購入、女性防火クラブの活動法被などの備品の購入費を計上したものでございま

す。 

次に歳入についてご説明いたします。 

９ページをお開きください。15款２項１目総務費国庫補助金、物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金１億6,260万1,000円につきましては、定額減税補足給付金給付事業費に全額充当するもの

でございます。 

10ページをお開きください。21款５項２目雑入の３節衛生費雑入、新薬・未承認薬等研究開発支

援センター助成金3,489万3,000円の減額につきましては、新型コロナウイルスワクチンの接種に係

る助成金ということで当初予算に計上しておりましたが、令和７年度はその助成がなくなるという

ことで予算の全額を減額したものでございます。 

９ページにお戻りください。最後に、財源調整につきましては、19款２項１目財政調整基金繰入

金により１億8,758万5,000円を繰り入れ、予算の調整を行ったものでございます。 

説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

これより質疑を行います。ありませんか。 

長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） ページ数は27ページですけれども、住宅そのものには、触れるんじゃない

んですけれども、関連で質問したいと思いますけれども、委員長よろしいでしょうか。 

○委員長（成田克子君） はい、どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 桜木団地にある子どもたちの遊ぶ遊具施設。すべり台とかブランコ。私の

記憶によりますと、まだ造ってそんなに経っていない。結構の金額で造った施設だと思っています。

しょっちゅう通るので、気を付けて見るんですけど、あまり子どもたちが遊んでいる風景が見られ

ません。 
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その理由の１つとして周りが草ぼうぼうなんです。昨日行ってみたら、それを見かねたんでしょ

うか。近くの住民の人がそのブランコやすべり台に行く、このくらいの幅の分だけ草を刈っていま

した。だけど周りは草ぼうぼうなんで、あの状態では子どもを遊ばせる父兄としては、虫とかそう

いうのが心配ですので、遊ばせることのできないような環境にあると思うんです。ここはどういう

形で管理をしているんでしょうか。まず伺います。 

○委員長（成田克子君） 建設部長どうぞ。 

○建設部長（高橋隆治君） 長谷川委員のご質問にお答えいたします。 

桜木団地についてはですね、今年度、４月９日から９月30日までを業務期間としてシルバー人材

センターの方に草刈りを委託しております。例年ですね、５月下旬くらいと８月に草刈りを実施し

ているんですけれども、委員ご指摘の通り、今年度、その草刈りの実施が遅れている状況でした。 

シルバー人材センターの方に確認したところ、今日から草刈作業の方を実施しているということ

でございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） ああいう施設で遊ばせる期間というのは、私たちの北国では期間が限られ

ているわけですよね。冬は全然遊ばせることはできません。数えてみると半年ぐらいより期間がな

いと思うんです。今が最盛期だと思うんですけれども、あの状態では、とてもとても遊ばせる環境

ではないと思って、対応して欲しいなと思って今日発言してるわけなんですけれど、こういう施設

は市内にどのぐらいあるんですか。 

○委員長（成田克子君） 建設部長どうぞ。 

○建設部長（高橋隆治君） 団地、公営住宅の中でですね、遊具を設置されている個数はですね、10団

地。市内には38団地あるんですけども、そのうち10団地がございます。それらも桜木団地と同様に

業者もしくはシルバー人材センターの方に草刈りの方を委託している状況です。 

委員ご指摘のとおり、やはり限られた期間に子どもたちが遊んでいただくということですので、

我々も他の団地の状況も確認して適時適正に指導してまいりたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 長谷川委員どうぞ。 

○８番（長谷川榮子君） 草刈りとかそういう作業はシルバーに委託ということなんだそうですけれ

ど、シルバーさんも人材不足なんでしょうね。困ったなと思っています。ああいう施設を造るには

子どもが少ないので、これから先、もしそういう計画があるんだったら、よほど考えなければいけ

ない時なんじゃないかなと思っています。使う子どもは、幼稚園からせいぜい小学校の３年生ぐら

いまでじゃないでしょうかね。この頃そうでなくっても、子どもたちはみんなゲームに熱中で、外

で遊んでいる子どもが本当に見られません。せっかくの施設ですので、お天気の良い時にはああい

うところで伸び伸びと遊んでほしいなと、そういうふうに願って、こういう発言をしているわけで
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すけれど。早速対応してくださいますように、よろしくお願いします。 

答弁はいいです。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

木村委員どうぞ。 

○７番（木村良博君） 25ページ。観光費、まつり開催事業について少しお伺いしたいと思います。 

今年は市制施行20周年記念事業ということで、様々なイベント、催しを計画して早々実行してい

るものもあるわけでございます。特に、姉妹都市である千葉県の柏市から吹奏楽部が来るわけでご

ざいます。来たい、呼びたいと、一致して馬市まつりに演奏会、そしてまた、馬市のパレード、イ

オンでのマーチングなどを実施すると、こう聞いているわけでございます。皆さん、ここにいる人

は大分思い出があると思います。10年前に、地球村で10周年記念として、柏市の吹奏楽部が来たと

きは約4,500人の人たちが入っております。 

ここで私が聞きたいのは、今年2,500人の入場者の募集とホームページに載って、私は実際ホーム

ページを見たわけでないですが、2,500人の募集と、こうあるわけで、まずこの辺、なぜそうなった

のか答弁お願いします。 

○委員長（成田克子君） 総務部長どうぞ。 

○総務部長（高橋一也君） 当初計画したときに、体育館の中にステージをつくりまして、それでコ

ンサートを実施するということで、２階の席と１階の席、合わせて2,500席ぐらいになるという見込

みで、そのように計画したんですけれども、今現在少しでも席を増やそうと思いまして、いろいろ

工夫した結果、今は3,000席ぐらい準備できる現状となってございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 木村委員どうぞ。 

○10番（木村良博君） これは、ぐだめがれだから3,000人にしたんでないですか。正直に。ただ私

が言いたいのは、10年前に4,500人の人たちは、あの圧巻のパフォーマンスに全員が感動したと思っ

ております。ぜひ来たいと。またやれば、ぜひ来たいと。そして、柏の人に聞いたら、柏の時に来

た人たちもあれはいい。また来たい。こういう中で、10年前に4,500人。今、努力して3,000人にし

たからいいんですけれども、その辺のところは、10年前より少なくなったと。そうすればホームペ

ージに、どういうふうな形でチケットを出すのか。10年前は八戸の高校の人たちもバスで来たり、

市外の人も結構来たと思います。今回は市外の方々には、どういう対応をするのか。あくまでも市

内でいくのか。その辺のところを答弁お願いします。 

○委員長（成田克子君） 総務部長どうぞ。 

○総務部長（高橋一也君） 今回の対象は市内外。市民に特定するということではなく、来たい人は

どうぞということで募集するわけですけれども、ただ体育館という建物でございますので、約3,000人

ぐらいしか入れないということで、申し込みをとりまして、入場券になるものを送付しまして、そ
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れで入ってもらうと、そういう対応を考えてございます。 

○委員長（成田克子君） 木村委員どうぞ。 

○10番（木村良博君） 申し込みは、はがきになるのかホームページで申し込む方法になるのか。そ

れとも、この間の、のど自慢のように応募多数の場合、抽選を行うのか。その辺のところはどう考

えているのか。 

○委員長（成田克子君） 総務部長どうぞ。 

○総務部長（高橋一也君） 申し込みの取り方は、今、担当部局で検討してございますけれども、ネ

ットによる申し込み、往復はがきによる申し込みとかいろいろ考えてございますけれども、ただ、

のど自慢と違いまして、先着順に入場券を配布するということを今考えております。 

○委員長（成田克子君） 木村委員どうぞ。 

○10番（木村良博君） 3,000人と。これは3,000人より入らないから、これは仕方ないと。ただ私が

思うには、木造高校の高校生も一緒に演奏すると。当然、保護者の人も、父兄の人も見たいだろう。 

あともう一つ、こういう圧巻、本当に感動するこのイベントは、私はつがる市の小中学生にもぜ

ひとも見てもらいたいと。教育の一環として見てもらいたいと。こう思っております。もし見せる

となれば、当然、保護者の方も同席が必要となるわけでございます。子供たちが午後６時以降のイ

ベントであれば、保護者の同席も必要となります。教育長はそういうところをどういうふうに感じ

ているのか。子どもたちに見せた方が良いのか悪いのか。また保護者も当然同席しなければならな

いと。 

そこら辺のところを教育長はどう思っているのか。 

○委員長（成田克子君） 教育長どうぞ。 

○教育長（山谷光寛君） 木村委員のご質問にお答えします。 

まず、市立柏高等学校吹奏楽部については、全国トップレベルの演奏、また我が国ばかりではな

くて、海外においても演奏会をするという目覚ましい活躍をしている団体になりました。本市の子

どもたちには、ぜひ情操教育の一環として、また本物の演奏を聞けるという機会でもありますので、

希望する子どもたちについては優先して演奏会に参加できるように配慮したいと考えております。 

ただ学校単位となりますと、翌日のパレードの方に学校単位で参加するということがありますの

で、学校単位は難しいと考えております。希望する子どもに関しては、子ども１人について保護者

１名、これを優先的に会場に招待して聞いてもらうというふうにして考えております。 

具体的には、今月中に各小中学校に対しまして希望者を募って、先ほど言いましたが、子ども１

名につき保護者１名の、合わせて２名の席を確保するように関係部署で調整を図っていきたいと考

えています。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 木村委員どうぞ。 
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○10番（木村良博君） 今の答弁聞けば3,000人の人数の中から、子どもたち、保護者を差っ引かな

ければ大変なことになると思います。 

総務部長、その辺のところの答弁。 

○委員長（成田克子君） 総務部長どうぞ。 

○総務部長（高橋一也君） はい、木村委員のおっしゃる通り子どもたち、保護者１名つくんですけ

ども、希望が多数ありまして1,000人とか、その単位くれば当然、3,000人の限度でございますので、

一般の見られるお客さんが減るわけでございますけれども、その子どもたちが多い場合は、体育館

のスペースはありますので立見席を作るとか、１人でも多く見られるような工夫をして、そこら辺

も検討しておりますので、ご理解願います。 

○委員長（成田克子君） 木村委員どうぞ。 

○10番（木村良博君） いずれにしても、合併20周年記念事業ですから、とにかく大成功で終えたい

と。そういうことも踏まえて、様々な角度から検討して、それも早め、早めに手を打って欲しいと

こう願って終わります。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

佐々木委員どうぞ。 

○７番（佐々木敬藏君） ページ数は９ページ、15款２項１目物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金。それと15ページの２款２項３目定額減税補足給付金給付事業についてお伺いいたします。 

令和６年度に定額減税による給付金の実施をし、所得税と住民税を４万円減税したと記憶してお

りますが、今回の給付金事業の概要、対象者、支給額、支給時期、申請方法について分かっている

範囲でお知らせ願いたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 財政部長どうぞ。 

○財政部長（平田光世君） 佐々木委員のご質問にお答えいたします。 

令和６年度に実施しました、調整給付金の支給でございます。こちらは、基礎となる令和６年分

所得税額の確定日である令和６年12月31日を待つと速やかな支給が行えないということから、令和

５年度の所得等を基にした、令和６年分の推計所得税、こちらを用いて給付を行ったものでござい

ます。この給付は令和６年８月から給付しております。また今回の補正に計上いたしました給付事

業につきましては、令和６年分の所得税額が確定したことによりまして、去年、本来給付すべき額

と、令和６年度に実施した給付額、こちらとの差額ですね、不足が生じた方に対する給付となりま

す。給付額といたしましては、不足額の１万円を単位に切り上げまして、最大４万円ということに

なってございます。対象者は約4,300人となっており、システムの改修後、対象者には８月以降に申

請書を送付し、プッシュ型か確認書の返送をいただいた形で、給付は９月から予定してございます。

受付期限を10月31日までとし、11月末までには給付を完了したいということで考えてございます。 

以上です。 
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○委員長（成田克子君） 佐々木委員どうぞ。 

○７番（佐々木敬藏君） ただいまご説明いただきましたけれども、本来給付すべき額、そしてまた

実際に給付した額との差額が生じた場合、それらを１万円単位で切り上げて給付するということで

すが、これらはすべて、計算どおりこうして再給付できるような恰好を作らないでやれないもので

しょうか。その辺をお伺いいたします。 

○委員長（成田克子君） 財政部長どうぞ。 

○財政部長（平田光世君） 令和６年分はですね、あくまでも国の方で早く支給したいという思いか

ら、５年度分の所得税、そちらの額を基にして支給してございます。ですが、本来の６年分の所得

税の確定というのが12月31日。年内かかるということで、そこで、今回はその６年３月31日で確定

したものと、５年のそこの差額を今回支給するという形になってございます。ですので、例で申し

上げますと、５年に所得がなくて６年度に所得がある方、例えば学生の方ですね。新たに就職した

方とか、そういう方がまあ、今回対象になるということになります。ですので、すべての方という

ことにはいきませんので、そこの点はご了承願いたいと思います。 

○委員長（成田克子君） ここで昼食のため休憩します。午後１時００分から再開します。 

            休憩 午前１１時５７分 

                                            

            再開 午後１時００分 

○委員長（成田克子君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

                                            

            〇議案第４２号の質疑 

○委員長（成田克子君） 引き続き、議案第42号の質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

山内委員どうぞ。 

○３番（山内勝君） 最初の方でございますが、ページ数は９ページと24ページでございます。歳出

歳入とも同じ項目でございます。農業用ハウス雪害復旧緊急支援事業補助金、これに対しまして、

当つがる市は除雪体制が整いまして、さほど被害がないというふうに、先般の会議の中でもお知ら

せいただきましたけども、県内では220億の被害があったと発表がありました。 

県では、豪雪による被害のあった農業者に対し必要な経費を支援するというふうにしております

が、今回の補正について、当つがる市の件数。また、補助率についてお知らせください。 

○委員長（成田克子君） 農林水産課長どうぞ。 

○農林水産課長（佐々木雅規君） お答えいたします。 

今冬の雪により、本市においても農業用パイプハウスの被害が確認されております。今回の補正

は大雪により被害を受けた農業者を対象に、農業用パイプハウスや雨避けハウス等の修繕、再建に
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係る経費に対し補助する県の事業であります。件数につきましては、市が把握している20件、31棟

分で計上しております。補助率は復旧に関わる経費の２分の１以内となっております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 山内委員どうぞ。 

○３番（山内勝君） ありがとうございました。 

続いて、もう１つよろしいでしょうか。 

○委員長（成田克子君） はい。どうぞ。 

○３番（山内勝君） 同じく９ページと24ページでございます。 

新規就農者確保緊急円滑化対策事業補助金。それと初期投資促進事業補助金についてでございま

す。新規就農時の機械、それから施設等を導入するにあたり、初期投資促進タイプと世代交代円滑

化タイプがあったと記憶しておりますが、今回の補正申請をした人数、また導入機械等の内訳をお

知らせください。 

○委員長（成田克子君） 農林水産課長どうぞ。 

○農林水産課長（佐々木雅規君） お答えいたします。 

議員おっしゃいますように、この事業は親元就農を含む新規就農者がスムーズに経営を継承、発

展できるよう支援するとともに、機械、施設等の導入を支援する事業であります。今回は初期投資

促進タイプであり、機械、施設等の導入を支援するものであります。 

申請者は４名で、その内訳は、木造地区の方が１名でネギ収穫機とネギ管理機。森田地区の方が

１名でトラクター。稲垣地区の方は２名おりまして、１人の方は乗用管理機、自動操舵、野菜移植

機、走行防除機、中耕カルチで、もう１人の方が不耕起Ⅴ溝直播機とドローンとなっております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 山内委員どうぞ。 

○３番（山内勝君） それら４名についてですが、採択はいつ頃になる予定ですか。 

○委員長（成田克子君） 農林水産課長どうぞ。 

○農林水産課長（佐々木雅規君） お答えいたします。 

ただいまのこの事業につきましては、９月頃に採択となる予定でございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 私の方からは20ページ、３款１項８目温泉施設整備事業費、車力地区温泉

整備事業費のところで質問したいと思います。 

継続費補正もされておりますが、当初予算１億4,638万8,000円の計上をし、今回4,563万9,000円

の増額。トータルで１億9,202万7,000円の事業となります。増額となった理由についてお伺いしま
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す。 

○委員長（成田克子君） 福祉課長どうぞ。 

○福祉課長（宮西良和君） 工事請負費が増額となった理由についてお答えいたします。 

本年３月末に実施設計が完成し、それに伴い、その設計書を基に、４月頭に公表されました令和

７年度の建築単価によって、工事費の再積算を行いましたが、昨今の物価高騰の影響から、当初予

定していた以上に経費がかかることが判明したので、今回不足している事業費について増額補正し

てございます。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 当初２か年の計画で行うということですが、最近の傾向として、計画内で

終了できず繰り越しするケースが多く見られますが、計画どおり実施するよう可能かどうか。 

○委員長（成田克子君） 福祉課長どうぞ。 

○福祉課長（宮西良和君）温泉整備事業に関しては２か年の継続事業となってございます。委員ご指

摘のとおり、事業の進捗に関しては計画どおり的確に行われるよう注意しながら進めてまいります。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） ちょっと基本的な質問で申し訳ないですが、工事を担当する課は福祉課に

なるんでしょうか。それとも建設部とか建築課とかになるんでしょうか。 

○委員長（成田克子君） 福祉課長どうぞ。 

○福祉課長（宮西良和君） 担当課は福祉課になります。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 秋田谷委員どうぞ。 

○４番（秋田谷建幸君） 昨今、工事が繰越延期とかいろいろある中で、地元の方々からよく言われ

るのが、なるべく計画どおりに早く新しい温泉に入りたいというふうに言われておりますので、何

とか工期を延期することなく、繰り越しすることなく、経費が高くなっていろいろ問題が出る可能

性はあるかもしれませんが、その辺もクリアして何とか期間内に開店できるようによろしくお願い

します。 

答弁はいいです。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

佐々木委員どうぞ。 

○７番（佐々木敬藏君） ページ数は29ページ。10款１項３目教育指導費のことについてなんですが、

これは指導費とういうことで、関連的な質問になりますが、委員長よろしいでしょうか。 

○委員長（成田克子君） どうぞ。 
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○７番（佐々木敬藏君） それでは、委員会では学校における、働き方改革の一環として、小中学校

における隔週水曜日午前授業実施しておりますが、実施状況において、教職員や保護者からの声や、

児童生徒の過ごし方はどうなっているかどうかお知らせ願いたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 教育部長お願いします。 

○教育部長（鳴海義仁君） お答えします。 

まず教職員の声ですが、児童が早く下校することで時間にゆとりを持つことができるようなった。

仕事がしやすくてよい。午前授業の日は欠席児童や登校渋りの子、保健室に来る子が少ないので、

そういったことからも効果を感じている。休暇が取りやすくなったので病院に行きやすくなった。

会議があっても早く終わるので、自分の仕事をする時間的余裕ができた。午後に時間ができたこと

で精神的に余裕が生まれ、仕事のバランスを取りやすくなった。一方マイナス面として、授業時数

の確保が大変である。生徒指導上の問題が発生しないか心配との声もあります。 

次に保護者の声ですが、子供の病院受診のための時間ができた。先生方に余裕が生まれるのであ

れば、それはいいことだと思う。早く帰った時間を習い事に利用できる。子どもが理解不足の学習

について一緒に勉強している。放課後児童クラブに行っているのであまり変わらないとの肯定的な

声や、休みをとって迎えに行くことがあり負担がかかる。スポーツクラブや習い事までの間の時間

の対応が難しい。授業時間が減っているので心配であるなどのマイナスの面の声も一部ありました。 

学校へは今のところ、隔週午前事業に係る問い合わせや苦情などの声は届いておりません。むし

ろ教員の多忙を理解して、先生方の働き方改革として肯定的にとらえている保護者が多いように感

じております。 

最後に、児童生徒からは宿題を早く済ませて遊べる時間が長くなって嬉しい。スポーツクラブに

行く前に宿題が終わる。みんなと遊べるとの声がありました。過ごし方としては、スポーツや習い

事をしている。の他、家にいる。寝ている。ゲームをしている。友達と外で遊んでいる、のように、

それぞれの過ごし方や、友達との関わりが増えたことについて話していた子も多くありました。 

開始から２か月ですが、学校も家庭も子どもも好意的にとらえている声が多く寄せられています。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 佐々木委員どうぞ。 

○７番（佐々木敬藏君） ただいまご答弁いただきましたけれども、この児童生徒のこの隔週午後休

みということで、学力に何か変化があるのかどうかその辺どうでしょうかお伺いいたします。 

○委員長（成田克子君） 教育部長どうぞ。 

○教育部長（鳴海義仁君） まだ２か月なので、もうちょっと先にお答えしたいと思います。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 他にございませんか。 

教育長どうぞ。 
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○教育長（山谷光寛君） 学力に関しましては、教員の方が授業準備にかける時間が若干増えるとい

うことで、おそらく授業内容を充実することで向上が見られるのではないかというふうに期待して

います。 

ただ今部長答えた通り始めて２か月ですので、１年続けてみてでなければなかなか話できないか

なと思っておりました。 

頑張りますのでよろしくお願いします。 

○委員長（成田克子君） 他にございませんか。 

田中委員どうぞ。 

○６番（田中透君） 私から25ページ、６款１項10目の柏農産物直売所費についてお伺いいたします。

今回は補正されておりますけども、その改修内容についてお知らせください。 

○委員長（成田克子君） 農林水産課長どうぞ。 

○農林水産課長（佐々木雅規君） このたびの改修は、今年度建設される柏農産物加工センターと農

産物直売所を行き来できるようにするための改修工事であります。改修内容としては、農産物直売

所のホール奥側のガラス戸部分を開閉できるガラスの引き違い戸に変え、往来する部分に屋根を設

置いたします。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 田中委員どうぞ。 

○６番（田中透君） 内容については、今お聞きしまして承知いたしました。当初から駐車場拡幅と

いうふうな工事で、そういう形で運んでおりますので、当初から計画の中にその裏の出入りも見込

んでいるものと思っていましたので、一応確認のために、また私質問させていただきました。 

で、再三で申し訳ないんですが、これ年度内には全部完了するというふうなことでよろしいでし

ょうかね。 

○委員長（成田克子君） 農林水産課長どうぞ。 

○農林水産課長（佐々木雅規君） お答えいたします。 

柏農産物加工センターの建設につきましては、本日入札が行われております。計画通り工事が進

捗いたしますと、令和８年３月に完成となる予定であります。業者とは連絡を密にし、遅延のない

よう努めてまいります。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

三橋委員どうぞ。 

○２番（三橋あさみ君） 私の方からは３点ほど質問がありますが、お許しいただけるでしょうか。 

○委員長（成田克子君） はい。 

○２番（三橋あさみ君） ありがとうございます。 
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まず初めに歳入の方が10ページ、21款５項２目で新薬未承認薬研究開発支援センター助成金。歳

出の方が22ページで、新型コロナウイルスワクチン接種委託料ということで、先ほど説明もあった

ところでございます。新型コロナワクチンの定期接種についての国の自己負担額の軽減のための補

助が今年度から廃止になったということで、補正内容を見ますと、一般財源を充当するようになっ

ておりますが、接種の自己負担額を教えていただきたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） お答えいたします。 

令和７年度から国からの助成が廃止することになり、国から出されている接種にかかる費用が１

万5,600円程度となっております。本市では自己負担額を5,000円、市の助成を１万600円程度に想定

しております。また、生活保護の方は無料接種ということで予定しておりました。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 三橋委員どうぞ。 

○２番（三橋あさみ君） コロナワクチンの接種、意外と接種率悪いと思うんですけど、どのくらい

の見込み数でしょうか。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 令和７年度については、対象者の30％を目標に、接種受診勧奨をし

ていきたいと考えておりました。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 三橋委員どうぞ。 

○２番（三橋あさみ君） ありがとうございます。 

次に19ページ、３款１項２目高齢者福祉費、個別避難計画作成支援業務委託料について、こちら

も先ほど説明があったところでございました。 

災害対策基本法の改正により、避難行動要支援者ごとに個別避難計画の作成が市町村に対し努力

義務となっております。概ね５年程度で作成に取り組むとされておりますが、この個別避難計画の

内容についてお伺いします。併せて、この業務委託の業者になりますでしょうか、委託先も教えて

いただきたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） まず、個別避難計画についてですが、災害対策基本法に基づき、高

齢者、障害者などの要支援者一人一人の状況に合わせて、誰がどこの避難所へどのような方法で避

難させるか、また、どのような配慮が必要かなどを記載した個別の避難行動計画となります。当該

計画は、避難行動要支援者の同意を得て作成されます。同意が得られなかった場合は作成すること

ができないこととなっております。 

今回の補正では、本市防災計画に定められた要支援者のうち、ご自宅で生活しております要介護
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３以上の方及び75歳以上の高齢者のみの世帯の方を対象とした、状況把握と避難計画に係る意向確

認などを行い、併せて計画作成を実施するものとしております。 

業務委託先についてですが、要介護３以上の方については、担当の介護支援専門員、ケアマネー

ジャーさんが属する居宅介護支援事業者さんへ、75歳以上の高齢者の方につきましては、つがる市

社会福祉協議会へお願いする予定にしております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 三橋委員どうぞ。 

○２番（三橋あさみ君） ありがとうございます。 

介護従事者の協力を得るということで、通常業務の中の１つの業務がまた増えるような感じにな

りますが、どうかこの協力してくださる方に感謝申し上げたいと思います。ぜひ充実した個別避難

計画になるようご期待申し上げます。 

次に20ページ、３款２項５目放課後児童クラブ事業について、市長の提案補正予算でも先ほど説

明があったところです。 

車力地区の３つの児童クラブを車力小学校で行うための補正とのことでしたが、施設委託料につ

いては理解したところでございます。その他備品購入費の内容について伺います。 

また併せてなんですけれども、参考までに申し訳ないんですが学校や公共施設を活用している児

童クラブは何か所あるか。公立と民間別の件数、内容の違い。例えば利用時間とか利用料とか、勉

強不足で申し訳ありませんがお知らせください。 

○委員長（成田克子君） 健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） まず購入する備品についてお答えします。 

車力小学校の多目的教室で開設するためのものですが、内容としては、バリケード類、下駄箱、

床に敷くマット、テーブルと椅子、低学年用の座卓、収納庫などを予定しております。また現在、

各放課後児童クラブで使用している、使えるもの、活用できるものについてはそのまま移動して、

使用する予定となっております。特に冷蔵庫、テレビなどはそのままあるものを使いたいと考えて

おります。また、学校内の空きスペースをお借りする形になりますので、学校運営に支障を及ぼさ

ないよう、可動式で日々、設置撤去できるような仕様で準備する予定としております。 

次に、児童クラブの公共施設等の利用ですが、まず９児童クラブがあります。直営が６か所、委

託が３か所となっております。小学校の空きスペースをお借りして実施している児童クラブは、森

田小学校で行っている森田放課後児童クラブ。穂波小学校で実施している穂波放課後児童クラブに

なっております。直営については、旧保育所、あと市の保有する建物内で実施しております。委託

しております３か所についても、公共の施設を利用したり、保育所で１か所実施しております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 三橋委員どうぞ。 
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○２番（三橋あさみ君） よく分かりました。ありがとうございます。 

子どもたち、児童の安心安全な居場所づくりのため、今後ともどうかよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

答弁は結構です。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

成田委員どうぞ。 

○９番（成田博君） 25ページ、７款１項２目、観光費まつり開催事業費についてでございますけれ

ども、市長提案理由の中で、20周年記念事業として、馬市まつりの開催期間を延長、夜間運行など

を行うと話しておりましたが、詳細が決まっておりましたら内容をお知らせください。 

私は１回で終わります。 

○委員長（成田克子君） 経済部長どうぞ。 

○経済部長（三上恒寛君） それでは今年の馬市まつりについてご説明いたします。 

今年の馬市まつりは、８月27日から８月31日の５日間で開催されます。初日の27日と２日目の28日

は、初の試みとなります馬ねぶたの夜間運行を行います。コースとしては、つがる診療所から旧つ

がる警察署までの木造商店街を通り行います。昼のパレードとの一味違った馬ねぶたを感じていた

だきたいと思っております。 

それから祭りのメイン会場を、昨年までの商工会前駐車場から伊藤鉱業アリーナつがるの駐車場

に変更して、ステージイベント等を行います。変更の理由といたしましては、30日行われます柏市

立柏高校吹奏楽部のコンサートが伊藤鉱業アリーナつがるで開催されますことから、大勢の観客が

予想されます。そういったコンサート帰りの観客の方をその場所に引き留めたいという思いで今年

はそちらでメイン会場を設置することにしました。 

それから同日30日ですが、馬ねぶたパレード前夜祭を開催いたしまして、馬ねぶたやパフォーマ

ンスの紹介をした後、最後に花火を打ち上げたいと思っております。そして、馬ねぶたパレードに

向けた士気を高めていきたいと思っております。 

最終日の31日の馬ねぶたパレードは、柏高校吹奏楽部にもパレードに参加していただきまして、

昨年と同数の25団体にパレードを盛り上げていただきます。会場としまして、イオンモールつがる

柏で行います新田火まつりでは、先ほどパレードに出ていただきました柏高校吹奏楽の演奏と、そ

れから今年つがる市を演舞テーマに活動しています花嵐桜組の演舞を行い、その後、新田火まつり

の儀式。それから馬ねぶたの燃焼。フィナーレは、打ち上げ花火というふうなスケジュールになっ

ております。 

今年は市制20周年であることから、例年以上に盛り上げていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 
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            〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案第42号の質疑を終わります。 

                                            

      ◎議案第４３号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第43号 令和７年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

案を議題とします。 

説明を求めます。 

国保年金課長どうぞ。 

○国保年金課長（片山勉君） それでは、議案第43号 令和７年度つがる市国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）案についてご説明申し上げます。 

今回の補正は既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ486万4,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ43億1,674万9,000円とするものでございます。 

今回の補正につきましては、７ページの歳出486万4,000円。６ページも同じく歳入486万4,000円。

こちらは、いずれも人事異動に伴う補正となっております。 

説明は以上となります。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案第43号の質疑を終わります。 

                                            

      ◎議案第４４号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第44号 令和７年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）案を議題とします。 

説明を求めます。 

国保年金課長どうぞ。 

○国保年金課長（片山勉君） それでは、議案第44号 令和７年度つがる市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）案についてご説明申し上げます。 

今回の補正は既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ83万5,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億3,296万円とするものでございます。 

初めに歳出のほうからご説明申し上げます。 

７ページをお開き願います。１款１項１目一般管理費において83万5,000円を減額しております。
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内訳といたしましては、通信運搬費において92万5,000円を増額しております。こちらは後期高齢者

への配慮として、令和７年８月まで暫定運用としておりました資格確認書の職権交付。こちらが令

和８年８月まで延長するということに４月に決定したことに伴いまして、普通郵便で郵送する予定

でございました資格情報のお知らせ、こちらを特定記録郵便で郵送する資格確認書に変更すること

になったことに伴い、郵便料金が割り増しになったためでございます。その他、人件費において176万

円を減額しておりまして、合わせまして83万5,000円の減額となっております。 

続きまして、歳入についてでございます。６ページへお戻りください。３款１項１目事務費繰入

金83万円5,000円の減額は、先ほど歳出でご説明しました、事務費及び人事異動に伴う繰入金の減額

となっております。 

以上で説明を終わります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

平田委員どうぞ。 

○１番（平田浩介君） ありがとうございます。 

ページは７ページになります。 

１款１項１目一般管理費のところでございますが、国では後期高齢者に関わる資格確認書につい

て暫定運用として、令和８年８月までマイナ保険証保有の有無にかかわらず、申請によらず交付す

る措置を継続したと聞いておりますが、国保の加入者も同様の扱いとなるのか。また、国保後期の

マイナ保険証の登録者数はどれくらいいるのか教えていただきたいと思います。 

○委員長（成田克子君） 国保年金課長どうぞ。 

○国保年金課長（片山勉君） それでは平田委員のマイナ保険証に関するご質問にお答えしたいと思

います。 

資格確認書は法律上、マイナ保険証の利用登録がない方に交付されるとしております。国保の場

合この規定に基づいて、登録のない方に資格確認書、これは今までの保険証と同じサイズの予定に

なっております。登録のある方、こちらには資格情報のお知らせ、こちらＡ４版になります、を交

付するというふうにしておりますので、後期高齢者とは取り扱いは異なることになります。しかし

ながら、マイナ保険証の利用登録されている方であったとしても、例えば高齢者施設に入られてい

る方、もしくは福祉施設を利用されている方など、在宅だったりで介護を必要とされる方など、マ

イナ保険証の利用が困難であるとか、管理が難しいといった方に関しましては、本人からの申し出、

こちらによって資格確認書を交付することとしております。 

なお、申請にあたっては、親戚とか親族であったり、その施設の利用している方、介護の方とい

った代理の申請も可としておりますので、そういう形で資格確認書を交付することとしております。
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またですね、マイナ保険証に関しましては、自らの意思で辞めるといったこともできますので、そ

ういう場合は手続きをしていただくことになります。 

以上のことから、国保では現在、資格確認書を一律交付をするということは考えておりませんの

で、ご理解いただくようお願いいたします。 

続きまして、マイナ保険証の登録状況なんですけれども、こちら令和７年３月末時点で厚生労働

省が発表している数値に基づいてご報告いたしたいと思います。国保の場合、被保険者7,916人中、

登録されている方は6,119人。登録率は77.3％になります。そして、３月受診時にご利用されている

方、こちらは43.93％となっております。この数字は全国平均もでているんですけども、全国平均が

31.57％ということですので、つがる市はだいぶ利用率が高いのかなというふうに思っております。 

次に後期高齢者の方なんですけれども、被保険者6,347人中、登録をされている方は4,677人。こ

ちらも登録率は72.66％と、７割を超えております。同じく３月の受診時の利用率は35.96％。こち

ら全国平均で27.76％となっておりますので、後期の方も利用率が高いという状況になっております。 

以上です 

○委員長（成田克子君） 他にありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案第44号の質疑を終わります。 

                                            

      ◎議案第４５号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第45号 令和７年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第１号）案

を議題とします。 

説明を求めます。 

健康福祉部長どうぞ。 

○健康福祉部長（島田安子君） 議案第45号 令和７年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第１

号）案についてご説明いたします。 

今回の補正は既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ624万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ51億6,950万4,000円とするものでございます。 

それでは、歳出についてご説明いたします。 

７ページをお開き願います。 

１款総務費の624万7,000円の減額、４款地域支援事業費の5,000円の増額については、職員の人事

異動等による人件費に係るものであり、合わせて624万2,000円を減額補正するものでございます。 

次に歳入についてご説明いたします。 

６ページにお戻りください。 

７款繰入金は、歳出でご説明いたしました人事異動等に伴う人件費の減額補正額に対応したもの
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となってございます。 

以上で説明を終わります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ありませんか。 

            〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案第45号の質疑を終わります。 

                                            

      ◎議案第４６号の説明、質疑 

○委員長（成田克子君） 議案第46号 令和７年度つがる市下水道事業会計補正予算（第１号）案を

議題とします。 

説明を求めます。 

建設部長どうぞ。 

○建設部長（高橋隆治君） それでは、議案第46号 令和７年度つがる市下水道事業会計補正予算（第

１号）案についてご説明申し上げます。 

今回の補正は第３条において、既決の収益的収入及び支出の予算総額をそれぞれ386万5,000円減

額し、予算の総額をそれぞれ11億8,447万8,000円とするものでございます。 

また次のページ、第４条において、資本的収入に987万4,000円を追加し、予算の合計を８億3,468万

4,000円とし、資本的支出に964万1,000円を追加し、11億7,366万3,000円とするものでございます。 

それでは、主な内容についてご説明いたします。 

収益的収支予算についてご説明いたします。12ページをご覧ください。収益的収支における営業

費用において、人事異動に伴う人件費及び減価償却費を合わせて386万5,000円減額するものでござ

います。 

11ページにお戻りいただいて、収益的収入において他会計補助金及び長期前受金戻入を合わせて

386万5,000円減額し、収支均衡予算とするものでございます。 

次に、資本的収支についてご説明いたします。15ページをご覧ください。資本的支出において、

人事異動に伴う人件費に18万1,000円を追加。福原地区農業集落排水処理施設、曝気撹拌装置更新の

ため、工事請負費に946万円を追加するものでございます。 

また、14ページにお戻りいただいて、資本的収入において機器更新等による企業債発行額1,010万

円を追加。他会計出資金22万6,000円を減額し、資本的収入額を8億3,468万4,000円とするものでご

ざいます。資本的収入が支出に対し不足する額３億3,897万9,000円は、損益勘定留保資金等で補填

するものでございます。 
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説明は以上となります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成田克子君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、議案第46号の質疑を終わります。 

  以上で本委員会に付託された議案の質疑を終結します。 

                                            

     ◎議案第３０号～議案第３３号、議案第４２号～議案第４６号の討論、採決 

○委員長（成田克子君） これより一括して討論を行います。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ないようですので、討論を終結します。 

これより、一括して採決します。 

議案第30号から第33号まで及び議案第42号から46号までの９件は承認及び原案のとおり可決する

ことにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ご異議なしと認め、ただいまの９件はいずれも承認及び原案どおり可決す

ることに決定しました。 

以上で本委員会に付託された議案の審議はすべて終了しました。 

お諮りします。本委員会の審査経過と結果報告については、委員長に一任願いたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と言う人あり〕 

○委員長（成田克子君） ご異議なしと認め、そのように決定しました。 

                                            

      ◎閉会の宣告 

○委員長（成田克子君） 以上で本委員会の日程はすべて終了しました。 

よって、12日、木曜日は休会となります。 

審査に際しまして皆様のご理解ご協力をいただき、委員会がスムーズにいきましたことを感謝申

し上げます。 

これで予算特別委員会を閉会いたします。 

お疲れ様でした。ありがとうございました。 

（午後１時４０分） 
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会議の経過を記載して、その内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 令和  年  月  日 

 

 

        委 員 長   成 田 克 子 
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